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1 2年課程のカリキュラム案  

（1）基本的考え方（検討会報告書より）  

○介護福祉士の教育内容については、現行の科目・カリキュラム・シラバスに  

とらわれず、今日的視点で抜本的に見直す必要がある。  

○介護福祉士の国家資格に求める水準は、介護を必要とする幅広い利用者に対  

する基本的な介護を提供できる能力とする。このため、養成課程における教育  

内容も幅広く基本的な内容とし、資格取得後の現任研修等による継続的な教育  

を視野に入れた内容とする。  

○養成課程は、現在2年制1．650時間以上を基本としているが、介護ニーズの変  

化に対応できるよう教育時間、教育内容の充実を図るべきである。  

○教育年限については、介護を必要とする者の多様なニーズに対応する観点か  

ら、3年制とすべきという意見もあるが、現段階では将来的な課題とし、当  

面は2年制の中で教育時間を柑00時間程度まで増やすことが現実的であると  

考えられる。  

○なお、現状においても、教育内容を充実し3年制以上の養成課程としている  

養成施設もあるが、上記の充実後の1800時間は最低の基準であり、より充実し  

た教育への自主的な取組みは評価・推奨されるべきものである。  

○介護福祉士養成のための教育内容は、介護が実践の技術である性格から、そ  

の基盤となる教養や倫理的態度の洒養に資する「人間と社会」、対人援助や他  

職種との協働に必要な基本的知識としての「こころとからだのしくみ」、根拠  

に基づく適切な介護の提供に必要な「介護」（「介護技術」と「実習」で構成）  

の3つの領域による構成とする。  

○いずれも「介護のための」という視点のもと、理論と実践の融合化を目指す。   



（2）2年課程のカリキュラム案  

新）2年課程  1800時間  現）2年課程  1650時間  

科 目   授業形態  時間数   

人  講義・演習   30以上  

間  
の  

理  
解   講義・演習   30以上  

人  

間   講義・演習   15以上  

と   
社 一丘h  講義・演習   15以上  

コミ  

埋  15以上  
解   

介護実践に関連する諸制度   講義・演習   15以上  

※上記必修科目のほか、選択科目  

小 計  240   

介護概論   講義・演習   180  

コミュニケーション技術   講義・演習   60  

介  

護 技  講義・演習   300  

術  

介護過程   講義・演習   150  

介  

介護総合演習   演習   120  

護  

実 習  介護実習   実習   450  

小 計  1260   

発達と老1ヒの理解   書巻蓑．さ安宅p m闇○／∫‘くl：：ゴ   5ロ】  

」  
巴  講義・演習   60  

障害の理解   講義・演習   60  

こころとからだのしくみ   講義・演習   120  
だ  
の  

小 計  300  

合 計  1800   

科 目   時間数   

生活の理解   120   

（内容自由）  

小 計   120   

講義）   60   

．＝＝＝ 歪   90   

講義）   30   

論 く講義）   60   

（講義）   60   

書命（講義）   30   

－ション論（講義）   30   

助技術（講義）   30   

助技術演習（演習）   30   

ンヨン活動援助法（演習）   60   

者の心理（講義）   60   

（講義）   60   

（実習）   90   

演習）   150   

技術（演習）   150   

導（演習）   90   

実習）   450   

科  

人間とその生活の】  

（内容  

基  

礎  

科  

目  

小   

介護概論（講義）  

医学一般（講義）  

精神保健（講義）  

社会福祉概論 く講  

老人福祉論（講義  

障害者福祉論（講  

リハビリテーショ  

社会福祉援助技術  

専  

レクリエーション5弓  

老人・障害者の心  
門  
家政学概論（講義  

家政学実習（実習  

科  

形態別介護技術（  

介護実習（実習）  

目  

小 計   1530   

合 計   1650  
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〔教育内容の骨子〕   

◎ 「人間と社会」   

（1）基本的考え方 （検討会報告書より）  

○人間と社会は、介護を必要とする者に対する全人的な理解や尊厳の保持、介  

護実践の基盤となる教養、総合的な判断力及び豊かな人間性を洒養するも  

のであり、内容の抜本的見直しとともに時間数を現行（現行120時間）よ  

り大幅に拡充する。  

○介護現場では、高齢者や障害者等の介護における尊厳の保持や個別ケアが重  

視されており、また、他職種と協働しながら進めるチームケアにおいても、  

介護職員のコミュニケーション能力は必須であり、コミュニケーション技術  

を高める内容も含めるべきである。  

○アカウンタビリテイ（説明責任）や根拠に基づく介護の実践のためには、わか  
りやすい説明や的確な記録・記述を行う能力が必要である。また、介護現場  

におけるIT技術の導入を推進するため、情報処理に関する学習も必要である。  

○なお、制度に関する科目については、介護保険や障害者自立支援法を中心に、  

介護実践に必要な知識という観点から「社会保障の制度」として整理・統合  

する。また、利用者の権利擁護の観点から、個人情報の保護や消費者保護の  

視点も含める。  

○現行の基礎科目の教育内容については、すべて各養成施設の任意となってい  

るが、養成施設の教育方針や特徴に応じて弾力的運営が図れるよう配慮しつ  

つ、基本となる教育内容をカリキュラムーシラバスに明示する。  

（2）時間数  

240時間  

（3）基本的構成  

（）必修科目  

「人間と社会」の中で、必ず教育すべき教育内容と最低時間数を設ける。   

（）選択科目  

「人間と社会」の中で、教育することが望まれると考えられる教育内容を  

例示する。  
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○必修科目や選択科目の具体的な科目選定、時間数等については、各養成施設   

において定める。   

○必修科目と選択科目の合計時間数は240時間以上とする（必修科目だけで   

240時間とするこ 

（計120時間以上）  修科目   

ア 「人間の理解」分野 （計60時間以上）  

①人間の尊厳と自立 （計30時間以上）  

「人間」の理解を基礎として、人間としての尊厳の保持と自立・自  
律した生活を支える必要性について理解し、介護場面における倫理  
的課題について対応できるための基礎となる能力を養う学習  

②人間関係とコミュニケーション （計30時間以上）  

介護実践のために人間の理解や、他者への情報の伝達に必要な、基  
礎的なコミュニケーション能力を習得するための学習  

イ 「社会の理解」分野 （計60時間以上）  
（D生活と福祉（計15時間以上）  

個人が自立した生活を営むということを理解するため、個人、家族、  

近隣、地域、社会の単位で人間を捉える視点を養い、人間の生活と  

社会の関わりや、自助から公助に至る過程について理解するための  
学習  
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②社会保障制度総論（計15時間以上）  

我が国の社会保障の基本的な考え方、歴史と変遷、しくみについて  

理解する学習  

③介護保険制度と障害者自立支援制度（計15時間以上）  

介護に関する近年の社会保障制度の大きな変化である介護保険制度  

と障害者自立支援制度について、介護実践に必要な観点から基礎的  
知識を習得する学習  

④介護実践に関連する諸制度、（計15時間以上）  

介護実践に必要とされる観点から、個人情報保護や成年後見制度及  
び介護福祉士制度などの基礎的知識を習得する学習  

（D生物や人間等の「生命」の基本的仕組みの学習   

②数学と人間のかかわりや社会生活における数学の活用の理解と数学的・   

論理的思考の学習   

③家族・福祉、衣食住、消費生活等に関する基本的な知識と技術の学習   

④組織体のあり方、対人関係のあり方、（リーダーとなった場合の）人材   
育成のあり方についての学習   

⑤現代社会の基礎的問題を理解し、社会を見つめる感性や現代を生きる人   
間としての生き方について考える力を養う学習 

⑥その他の社会保障関連制度についての学習  

（注）必修科目の教育目標と教育内容は、引き続き作業チームで今後検討。  
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◎ 「介護」   

（1）基本的考え方（検討会報告書より）   

（「介護技術」について）  

○介護技術の水準は、高齢者、障害児・者等に共通する基本的なものであり、  

かつ施設、地域（在宅）における介護に汎用できる介護技術とする。  

○自立支援の観点から、介護予防からリハビリテーション、看取りまでを一貫  

して理解できるようにする。  

○若年の障害者については、就労支援を視野に入れ、自立支援の重要性につい  

て理解する。  

○衣・食・住生活等の生活支援の領域については、介護に必要な視点から再編  

成する。  

○制度の改正に伴い、小規模な介護拠点が増加すると見込まれることから、少  
数の職員で業務にあたる場合であっても様々な介護ニーズに職員一人一人が  

的確に対応できるよう介護技術の幅を広げるようにする。  

○利用者のみならず、家族等に対する精神的支援や援助のために、実践的なコ  
ミュニケーション能力を習得する。  

○他職種との協働やケアマネジメントなどの制度の仕組みを踏まえ、具体的な   
・事例について介護過程を展開できるような内容とする。  

○リスクマネジメント等、利用者の安全に配慮した介護の実践ができるものと  

する。  

（「実習」について）   

○介護福祉士として、適切な介護の実践ができるようにするには、養成課程に   

おける実習が極めて重要である。   

○充実した実習を行うためには、養成施設や教員だけの努力では達成すること   

はできず、介護現場の協力が不可欠である。次代の介護を担う人材の育成と   

いう観点から実習場所として指定された施設や事業所は、充実した実習が展   

開できるよう協力することが必要であり、それぞれの関係者が役割や責務に   

ついて共通の認識や方針を持って取り組むことが重要である。  
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○教育内容全体について介護現場における業務に対応した実践的な内容となる   

ように見直すこととするが、実習のあり方については実習施設（いわゆる施   

設のみならず在宅サービスも含む。以下同じ。）の確保をはじめとする様々   

な問題点が指摘されていることから時間数は現行程度とするものの、実習方   

法や指導のあり方とともに、関連する教員や実習指導者のあり方、養成校の   
基準、実習施設の基準等の実習を取り巻く環境についても、教育内容の見直   

しを踏まえて抜本的に見直すこととする。  

（2）時間数  

介護技術  810時間  

実． 習  450時間  

（3）基本的構成  

介護技術  

①介護概論（180時間）〔講義・演習〕  

「尊厳の保持」「自立支援」という新しい介護の考え方を理解するとと  

もに、「介護を必要とする者」を、生活の観点から捉えるための学習  

また、介護における安全やチームケア等について理解するための学習  

②コミュニケーション技術（60時間）〔講義・演習〕  

護を必要とする者の理解や援助的関係、援助的コミュニケーション  

ついて理解するとともに、利用者や利用者家族、あるいは他職種と  

協働におけるコミュニケーション能力を身につけるための学習  

③生活援助技術（300時間）〔講義・演習〕  

尊厳の保持の観点から、どのような状態であっても、その人の自立・  

自律を尊重し、潜在能力を引き出したり、見守ることも含めた適切な  

介護技術を用いて、安全に援助できる技術や知識について習得する  

学習  
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④介護過程（150時間）〔講義・演習〕  

〔 

で学習した知識や技術を統合して、介護過程を展開し、介護  

案し、適切な介護サービスの提供ができる能力を養う学習  

⑤介護総合演習（120時間）〔演習〕  

に必要な知識や技術、介護過程の展開の能力等について、個別の  

到達状況に応じた総合的な学習  

（注）教育目標と教育内容は、引き続き作業チームで今後検討。  

⑥実習 （450時間）〔実習〕  

実際の対象者について介護過程を展開し、他科目で学習した知識や技  

術を総合して、具体的な介護サービスの提供の基本となる実践力を習  

得する学習  

居宅や施設等における実際の介護サービスの提供における多職種協働  

や関係機関との連携を通じてチームの一員としての介護福祉士の役割  

について理解する学習  

※ 実習内容及び方法等については、引き続き検討。  
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◎ 「こころとからだのしくみ」  

（1）基本的考え方（検討会報告書より）   

（）介護の基礎として「こころとからだのしくみ」を新たに位置付け、相当数の  

時間数を充て、介護に必要な観点から、医学、看護、リハビリテーション、  
心理等の諸分野について必要なカリキュラムを編成する。  

（）その際、近年の介護現場において、利用者が重度化するとともに重度になっ  

ても地域で住み続けたいとの要請もあること、予防からリハビリテーション  

更には看取りまで介護福祉士に対応が求められる範囲が拡大してきているこ  

と、このような状況の中で多職種協働によるチームアプローチが重要となっ  

てきていること等を踏まえ、教育内容の充実を図る。  

0また、従来の介護現場では、入浴、排泄、食事のいわゆる「3大介護」が重  

視され、ともすれば身体ケアに関心が向けられる傾向があったが、増大して  

いる認知症や知的障害、精神障害、発達障害等の分野に対応していくために  

は、心理的社会的なケアも重視していく必要がある。  

（2）時間数  

300時間  

く3）基本的構成  

（》発達と老化の理解（60時間）〔講義・演習〕  

卜
 
 

らの老化を理解し、老化に関する心理や身体機能の変化  ヽ
 
 

力
 
 

点
 
 

観
 
 

の
 
 

連
 
 

発
 
 
 の特徴に関する基礎的知識を習得する学習  

②認知症の理解（60時間）〔講義・演習〕  

認知症に関する基礎的知識を習得するとともに、認知症のある人の体  

験や意思表示が困難な特性を理解し、本人のみならず家族を含めた周  

囲の環境にも配慮した介護の視点を習得する学習  
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③ 障害の理解（60時間）〔講義・演習〕  

害のある人の心理や身体機能に関する基礎的知識を習得するととも  

、障害のある人の体験を理解し、本人のみならず家族を含めた周囲  
環境にも配慮した介護の視点を習得する学習  

④ こころとからだのしくみ（120時間）〔講義・演習〕  

護技術の根拠となる人体の構造や機能及び介護サービスの提供にお  

る安全への留意点や心理的側面への配慮について理解する学習  

（注）教育目標と教育内容は、引き続き作業チームで今後検討。  
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2 福祉系大学・社会福祉士養成施設等卒業ルート、保育士養成施設   

等卒業ルートのカリキュラム案  

（1）基本的考え方  

○多様な人材供給ルートの確保の観点から、福祉系大学・社会福祉士養成施設  

等卒及び保育士養成施設等卒の短期養成ルート（現行1年）は残す。  

○新カリキュラム・シラバスによる養成校2年課程、1800時間をベースに、  

福祉系大学・社会福祉士養成施設等及び保育士養成施設等での教育を評価  

し、現行の1年程度での履修が可能となるよう配慮する。  

（2）時間数  

・福祉系大学・社会福祉士養成施設等卒業ルート  

900時間→1080時間  

・保育士養成施設等卒業ルート  930時間→1155時間  

（3）基本的構成  

（）「人間と社会」については、  

・福祉系大学・社会福祉士養成施設等卒の者については、対人援助に必要な  

教養の洒養や、社会保障制度の理解は履修されていると考えられることか  

ら不要とする。  

・保育士養成施設等卒の者については、介護保険、自立支援法等の制度につ  

いて一定の履修を求める。  

O「介護」については、  

・福祉系大学・社会福祉士養成施設等卒の者については、「介護概論」「社会  

福祉援助技術論」「社会福祉援助技術演習」「社会福祉援助技術現場実習指  

導」で介護の基本的考え方・コミュニケーション技術について一定時間既  

習していることを考慮する。自立支援の観点から介護の実践ができるよう、  

実習を含め、必要な知識・技術の履修を求める。  
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・保育士養成施設等卒の者については、自立支援の観点から介護の実践がで   

きるよう、実習を含め、必要な知識・技術の履修を求める。   

O「こころとからだのしくみ」については、   

・福祉系大学・社会福祉士養成施設等卒の者については、「介護概論」「医学   

一般」で一定の履修を行っていることを勘案したうえで、介護実践に結び   

つけて結合するために必要な知識の習得を求める。  

■保育士養成施設等卒の者については、児の心理、発達及び障害についての   

一定の履修を行っていることを勘案したうえで、知識を介護実践に結びつ  

ける学習のほか、あらゆる介護を必要とする人について根拠に基付いた介   

護技術の提供ができるよう、必要な知識の習得を求める。  
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（4）福祉系大学・社会福祉士養成施設等卒業ルート、保育士養成施設等卒業ルートのカリキュラム案  

現）保育士養成施設等卒  930 新）保育士養成施設等卒  1155  900 新）福祉系大学・社会福祉士  
養成施設等卒  

現）福祉系大学・社会福祉士   

養成施設等卒  
1．080  新）2年養成課程  1800  

ll    l  科 目   ！時間璽＝   

人  

間  
の  
理  
解  小計  

人   
間   

と 社 胃  
コ＝  

小計  

小 計  

介護概論   90  

介  30  

護  
技  300  

介  60  

護  
介護総合演習   90  

実 習  介護実習   360  

小 計  930   

発達と老化の理解   30  

l＿  30  

ろ  
と  30  

か  
ら  60  

だ  
の  

し  

合計  1．080   
く み  

l  科 目   ！時間蘭＝  

精神保健（講義）   30   

リハビリテーション論（講義）   30   

レクノエーション活動援助法（演習）   60   

家政学概論（講義）   60   

家政学実習（実習）   90   

介護技術（演習）   120   

形態別介護技術（演習）   120   

介護実習指導（演習）   30  

小計   540   

介護実習   360   

小計   360   

合計   900  

l  科 目   ■－＝二＝き－   

人  30以上  

間  
の  
理  
解   小計   60以上  

生活と福祉   15以上  

人   15以上  
間  

と  

解  

小計   60以上  

※上記必修科目のほか、選択料日  

小 計  240   

介護概論   180  

介  60  

護 技  300  

介  150  

護  
介護総合演習   120  

実 習  介護実習   450  

小 計  1260   

発達と老化の理解   60  

認知症の理解   60  

ろ  
と  60  

か  
ら  120  

だ  
の  
し  
く  
み  

小 計   300   

合 計  1800  

甲 ！∃   ．－ ＝．．㌻－  

介護概論（講義）   60   

老人福祉論（講義）   60   

リハビリテーション論（講義）   30   

老人・障害者の心理（講義）   30   

家政学概論（講義）   30   

家政学実習（実習）   90   

介護技術（演習）   120   

形態別介護技術（演習）   120   

介護実習指導（演習）   30  

小計   570   

介護実習（実習）   360   

小計   360   

合計   930   

人  
間  
の  
理  
解  小計  

人   
間  
と  
の 理  

15   

解  

小計   15  

小 計  15   

介護概論   120  

介  30  

護 技  300  

介  60  

護  
介護総合演習   60  

実 習  介護実習   360  

小 計  930   

発達と老化の理解   60  

L．＿  60  

ろ  
と  30  

か  
ら  60  

の  

し  
く  
み  

小計   210   

合計  1155  



福祉系大学・社会福祉士養成等卒業ルート  

社会福祉士養成課程  現）介護福祉士2年養成課程  1650  薪）介護福祉士2年養成課程  1800  

時間数   
社会福祉士  

短期養成 施設等  社会福祉 士 一般養成 施設等    60    60   

科 目   時間数   

‘  人間の尊厳と自立   30以上  

30以上  
‡二＝        人間関係とコミュニケーション  小計  60以上  

人 間  15以上  

し                    社 臼 コ＝   15以上   

社   

15以上  

円 コ言  60以上  

※上記必修科呂のほか、選択科目  

小 計  240   

介護概論   180  

介   60  

護 技  300  

術  150  

介 護  120  

実 晋  介護実習   450  

小 計  1260   

発達と老化の理解   60  

認知症の理解   60  

障害の理解   60  

こころとからだのしくみ   120  

小 計   300   

合 計  1800   

障害者福祉論  60   

児童福祉論  60   

社会保障論  60   

公的扶助論  30   

地域福祉論  30  

冷   120  120  

貞習   120  120  

場実習   180  180   

社会福祉援助技術現場実習料率  90   90   

心理学  30   

社会学  30   

法学  30   

医学一般  60   60   

介孟蔓概論  30   30  

600  1050   

社会福祉概論   60  

老人福祉論   60  

障害者福祉論   30  

リハビリテーション論   30  
専   30  

門 分  30  

野  
老人・障書者のIb理   60  

家政学概論   60  

家政学実習   90  

医学一般   90  

精神保健   30  

介護概論   60  

介護挨葡   150  

形態別介護技術   150  

介護実習   450  

介護実習指嘩   90   

合計  1650   

一  
部福祉系大学・   
社会福祉士養成施設等卒  

薪）福祉系大学・   

社会福祉士養成施設等卒  
科目   時間数   

社会福祉原論   

老人福祉論   

障害者福祉論   

児童福祉論   

社会保障論、公的扶助詣、地域福祉論のうち1   
科白   

社会福祉援助技術論   時間数の  
指定はなし  

社会福祉援助技術演習   

社会福祉援助技術現場実習   

社会福祉援助技術桟橋実習指頭   

心理学、社会学、法学のうち1科目   

医学一般   

介呈蔓概論  

科 目   時間数  

給神保健（講義）   30   

リハビリテーション論（講義）   30   

レクリエーション活動援助法（演習）   60   

家政学概論（講義）   60   

家政学実習（実習）   90   

介護技術（演習）   1ZO   

形態別介護技術（演習〉   120   

介護実習指導（演習）   30  

小計   540   

介護実習   360   

小計   360   

合計   900  

科 目   時間数   

ニニ＝二  小計  
人  
間   

と 社   
円 コ＝：  

小計  

小 吉十  
介護概論   90  

介   30  

護 技  300  

術  60  

介 護  介護総合演習   90  

実 習  介護実習   360  

発達と老化の理解   
認知癌の理解   

小 計   930  囲     30      30    障害の理解  30    こころとからだのしくみ  60    小 計  150  合 計    1080   

（
．
鱒
望
」
 
 
 



保育士養成施設卒ルート  

現）介護  福祉士2年養成ま程   1650   
区分   科目名   時間   
基礎分野  人間とその生活の理解   12D  

新）介護福祉士2年養成課程  1800  
0保育士養成課程  

人間の尊厳と自立   30以上  

科 目  時間数  人 間 と 毒†  ミニ」一‘        人間関係とコミュニケーション  30以上    小雪†  60以上   社 円 コ＝： の  生活と福祉  15以上    社会保障制度総論  15以上    介護保険制度と障害者自立支援制度  15以上   系列  科目名  形態  ※時間  単位    理保 解育 にの 苧の芸 る・ 科巨  社会福祉  講義  30  2    社会福祉援助技術  演習  60  2    児童福祉  講義  30  2    保育原理  講義  60  4    姜講原理  講義  30  2   

目 的  教育原理   講義   30   2  

保  講義   30   2  

教育Ib理学   講義   30   2  

必   講義・実習  150   5  

修  演習   60   2  

科  講義   30   2  

日  講義   30   2  

保育内容   演習   180   6  

演習   60   2  

乳児保育          障害児保育   演習   30   

養護内容   演習   30   

基礎技能   演習   120   4  

保育票層   実習   225   5  

総合演習   ‥う…・   60   2  

小計  1275  50   

保育の本質・自的の理解に関する科目  

選 択  150以上  8以上  

必  

修 科  実習  90以上  2以上  
自  保育実習Ⅷ   実習  

小計  240以上  10以上   

外国語   演習   60   2  

教  体育（講義）   講義   15   
蔓  
科  体育（実技）   実技   45   

目  その他  60   4  

小計  柑0以上  8以上   

合計  1695以上  68以上   

社会福祉概論   60  

老人福祉論   ¢0  

障害者福祉論   30  

リハビリテーション論   30  

専  30  

門 分  30  

野  60  

老人・障害者の心理   60  

家政学概論   60  

家政学実習   90  

医学一般   90  

精神保健   30  

介護概論   60  

介護技術   150  

形態別介護技術   150  

介護実習   450  

介護実習指導   90   

合計  1650   

円 コ言  理 解  介護実践lこ間違する諸制度   15以上  

小計   60以上  

※上記必修科目のほか、選択料E  

小 書十  240   

介護概儲   180  

介  60  

護 技  300  

術  150  

介 護  120  

美 習  介護実習   450  

小 計  1280   

発達と老化の理解   60  

認知症の理解   60  

障害の理解   60  

こころとからだのしくみ   120  

小 言十   300   

合 計  1800  

「‾‾‾‾‾‾‾‾‾一‘－■  

】  
新）保育士養成施設等卒  1155  現）保育士養成施設等卒  930  

科 目   時間数  

介護概論（講義）   60   

老人福祉論（講義）   60   

リハビリテーション論（講義）   30   

老人・障書者の心理（講義〉   30   

家政学概論（講義）   30   

家政学実習（実習）   90   

介護技術（演習）   120   

形態別介護技術（演習）   120   

介護実習指習（演習）   30  

小計   570   

介護実習（実習）   360   

小計   360   

合計   930  

科 目   時間数   

；二二’  小計  

人  
間   
と  
社  15  

コミ  
解  

小計   15  

小 計  15   

介護概論   120  

介  30  

護 技  300  

80  

介 護     術  60  

実 習  介護実習   360  

発達と毛化の理解   
認知痘の理解   
障害の理解   
こころとからだのしくみ   

小 計   210   

含 冨十  1155   小 書十   930  囲     60      60      30      60  

※介護福祉士養成課程は時間数、保育士養成課程は単位数lこより定められて  
いる。両課程を比較するために、保育士権威課程の時間数を短期大学設置基  
準（昭和50年4月28日文部省令第21号）第7粂に基づき、次の要領で換算。  
○講義科目・‥1単位15時間  
○演習科目…1単位30時隈 
○実習閣月＝・1単位45時間  
○実技科目‥・1単位45時間  

（
随
郎
N
）
 
 
 



3 実務経験3年ルートのカリキュラム案   

（1）基本的考え方  

02年課程のカリキュラムを基本として、3年間の実務経験を評価した教育内  

容、時間数とする。  

○介護の現場で働きながら、学習することも配慮する。  

（2）時間数  

600時間（なお、通信制では通例1年程度の課程となる）  

（3）基本的構成  

O「人間と社会」については、  

・社会人としての経験も踏まえて、「人間の理解」（人間の尊厳と自立、人間  
関係とコミュニケーション）につい七は30時間とする。  

・「社会の理解」（生活と福祉、社会保障制度総論、介護保険制度と障害者自  
立支援制度、介護実践に関する諸制度）についても、介護現場での実務経  
験や社会人としての経験等を踏まえて30時間とする。   

（）「介護」については、自立支援や個別ケア等の新しい介護の観点から実践が  
できるよう、必要な知識・技術の履修を330時間とする。  

○実習は免除する。  

※実務経験を活かして、「介護過程」では、事例検討や実務に関する課題学  

習を行う。  

O「こころとからだのしくみ」については、介護技術の根拠を理解するための  
学習を210時間とする。  
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（4）実務経験3年ルートのカリキュラム案  

（参考）介護職員基礎研修  500 一  新）養成課程6ケ月のケース  600  薪）2年課程  

ll  
科 白  時間数   

人  30以上  

間  
の  
理  

解   小計   60以上  

生活と福祉 ’   15以上  

人  
聞  15以上  

と 社  
．∠ゝ コ王  理  

解   

小計   60以上  

※上記必修科目のほか、遼択科目  

小 計・  240   

介護概論   T80  

コミュニケーション技術   60  
介  

護 技  3（）0  

術  

介  
介護過程   150  

護  120  

実 管  介護実習   ヰ50  

小 計  1260   

し－  60  

ろ  
と  60  

か  
ら  60  
だ  

120  

の し く み  

l  科  目   ；－ こ－‥ 吏   

生活支援の理念と介護における   
尊厳の理解  

30  

老人、障害者等が活用する制度及びサー  匹  
ビスの理解  

（小計）   60   

介護職員の倫理と戦発   

介護におけるコミュニケーションと   
介護技術   

介護における社会福祉援助技術   

生活支援と家事援助技術   30   

生活支援のためのアセスメント計画   

（小計）   

介護実習   140   

（小計）   】40  

認知症の理解   30   

老人、障害者等の疾病、障害等に   
関する理解   

医療及び看護を提供する者との連携   30   

（小計）   90   

合 計   500  

和  己   ！時間数！   

人  15  

憫  
の  15  

理  

解   小計   30  

生活と福祉   

人  
間  

30  

と 社  

解   

小計   30  

小 計  60   

介護概論   90  

コミュニケーション技術   30  
介  
護  
技  
術  

介  
生活蜂助技術   90  

護                               介護過程   120  

実  
雪  

小計  330   

臼  30  

ろ と  30  

か  
ら  30  
だ  

120  

く み  

の し  

ー
↓
 
 



各ルートのカリキュラム案  
ー
■
L
■
 
2
 
 

（参考）介護最良基礎研修  500  新）養成課程6ケ月  薪）保育士養成施設等卒  1155  薪）福祉系大学・社会  1．080  新）2年姜成課程  

科 目   時間数   

人  
間  
の  
理  
解  小計  

人  
間  
と  
社   
貝 コr  

解  

小計  

小 計  

介護概論   

コミュニケーション技術   
介  

護 技  

桁  

介  
介護過程   甜  

護  
介護総合演習   錮  

実 習  介護実習   

小 計  

発達と老化の理解   

ろ  
ーと  
か  
ら  

の し ロ み  

だ  

科 目   時間数   

生活支援の理念と介護における   
尊厳の理解  

老人、障害者等が活用する制度及び   
サービスの理解  

（小計）   

介護降員の倫理と礁務   

介護におけるコミュニケーションと   
介護技術   

介護における社会福祉援助技術   

生活支援と家事援助技術   

生活支援のためのアセスメント計画   

（小計）   

介護実習   
川0   

（小計）   

認知症の理解   

老人、障害者等の疾病、障害等に   
関する理解   

医療及び看護を提供する者との連携   30   

（小計）   90   

合計   500   

科 目   時間数   

人  
閤  
の  
理  
解   小計   

生活と福祉   

人  
聞  

と  
社  
」ゝ コr  

解  

小計   

小 計  餌   

介護概論   粥  

介  
コミ1ニケーション技術   

護  

技  
柿  
介  

護  
介護過程   

実  
晋  

小 計  

発達と老化の理解   

ろ  
と  
か  
ら  
だ  
の   
し   

み  小計   210   

合 計  600  

科 目   時間数   

人  
間  
の  
理  
解  小計  

人  
間                         社  
」ゝ            と  
社 日  
コr   

解  

小計   

小 計  

介護既読   

コミュニケーション技術   
介  

護 技  

術  

介  
介護過程   

護  00  

実 習  介護実習   

小 計  

発達と老化の理解   柑  

ろ  
と  
か  
ら  
だ  

の し u み  

科 目   時間数   

人  30以上  

間  
の  
理  
解   小計   60以上  

生活と福祉   15以上  

人  
間  15以上   

日  
社   
日 コ＝   

解  介護実践に関連する諸制度   15以上  

小計   60以上  

※上記必修科目のほか、選択科目  

小 計  

介護薇論   

介  
コミュニケーション技術   印  

護  
技  300  

術  

介  
介護過程   

護  
介護総合演習   

実 晋  介護実習   

小 計  

先達と老化の理解   

ろ  
と  甜  

か  
ら  甜  
だ  

の し ロ み  

実務経軌レート   福祉系大学・社会権祉士養成施設等卒業ルート  
保育士養成施設卒業ルート  



5 その他（教育力リキュラムの見直しに係る検討に関連   

して問題提起のあった事項）  

○ 実務経験ルートに新たに賦課される600時間の養成課程を修了し   

た者については、教育内容からみて、介護技術講習会を受講すること   

なく実技試験を免除してもよいのではないか。  

○ 実務経験ルートに新たに賦課される600時間の養成課程は、現に   
就労しながら就学するものであることを踏まえ、通信課程を認めるべ   

きではないか。  

○ 教育力リキュラムだけでなく、実務経験の質を担保するための方策   

についても検討が必要ではないか。  

○ 教育力リキュラムの見直しを踏まえ、教員、実習指導者、実習施設   

等に係る要件のほか、教育内容の担保のための方策についても、強化   

すべき部分と緩和すべき部分とを含め、検討していくことが必要では   

ないか。  

○ 介護福祉士養成課程における教育力リキュラムの見直しを踏まえ、   

介護職員基礎研修の在り方についても、点検を行うことが必要ではな   

いか。  

（）教育内容の充実が図られることを踏まえつつ、国家試験の在り方や   

養成課程における評価の在り方についても検討していくことが必要で   

はないか。  

○ 教育力リキュラムの見直しについては、その実施状況について評価   

を行い、一定期間の経過後に見直しについて検討する必要があるので   

はないか。  
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（参考）  

介護福祉士養成課程における教育内容等の見直しの検討について  

1 作業チームの設置  

「介護福祉士のあり方及びその養成プロセスの見直し等に関する検討会」   

報告（平成18年7月5日）を踏まえ、介護福祉士の教育内容を抜本的に見   

直すため、各分野の専門有識者及び実践者からなる作業チームを設置する。  

2 検討項目  

○ カリキュラム・シラバス  

○ 教員要件  

○ 介護福祉士養成施設の基準  

○ 実習施設の要件  

○ 実習指導者の要件  

○ 既修得科目の認定 等  

3 作業チームの構成  
O 「人間と社会」「こころとからだのしくみ」「介護」の3班を設置する。  

○ 委員は、専門有識者と実践者で編成。  

○ 各班からの幹事による幹事会を設置して、全体の調整を行う。  

4 スケジュール  

○ 年内を目途に一定のとりまとめを行う  

5 庶務  

作業チームの庶務は厚生労働省社会・援護局福祉基盤課において行う。  
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介護福祉士養成課程における教育内容等の見直しに関する作業チーム委員  

【人間と社会班】 「  【介護班】  

幹事：江草安彦 （社会福祉法人旭川荘理事長）  

吉田節子 （愛知新城大谷大学短期大学部  

介護福祉士学科長）  

幹事：井部俊子 （聖路加看護大学学長）  

大島伸一（国立長寿医療センター総長）  

幹事：高橋紘士（立教大学コミュニティ福祉  

学部教授）  

堀田 力（さわやか福祉財団理事長）  

岩谷 力（国立身体障害者リハビリテーションセンター総長）  

遠藤英俊（国立長寿医療センター包括診療部長）  

太田喜久子（慶應義塾大卓看護医療学部教授）  

岡夢枝子（川崎市立川崎吉等学校教諭）  

川崎千鶴子（特別養護老人ホームみずべの苑施設長）  

是枝祥子（大妻女子大学人間関係学部教授）  

西村和美（特定非営利活動法人デイサービスこのゆび  

と－まれ副代表）  

長谷川和夫（認知症介護研究・研修東京センターセン  

ター長）  

宮田乃有（府中医王訪問看護ステーション職員）  

山田和彦（老人保健施設リバーサイド御薬園理事長）  

小山哲広（東京都立野津田高等学校教諭）  

小林光俊（日本福祉教育専門学校理事長）  

柴山志穂美（指定居宅介護支援事業所ぶらん館千代  

田所長）  

高崎絹子（薫京医科歯科大学大学院教授）  

中島健「（日本社会事業大学社会福祉学部数授）  

新田秀樹（大正大学人間学部教授）  

井上由起子（国立保健医療科学院施設科学部主任研究官）  

荻野光彦（特別養護老人ホーム真寿園施設長）  

川井太加子（桃山学院大学社会学部助教授）  

川村佐和子（青森県立保健大学大学院教授）  

佐藤恵子（埼玉県立不動岡誠和高等学校教諭）  

佐藤美穂子（日本訪問看護振興財団常務理事）  

柴田範子（東洋大学ライフデザイン学部講師）  

服部みち子（財団法人市川市福祉公社管理班総括主幹）  

桝田和平（特別養護老人ホーム緑風会イサベル施設長）  

山谷里希子（日本福祉学院教務課長）  

渡蓮慎一（横浜市総合リハビリテーションセンター企画研究課長  

補佐）  

綿祐二（文京学院大学人間学部教授）  

特別委員 白井孝子（東京福祉専門学校教務部介護福祉科専任講師）  ＊幹事会、各班会議に出席   




